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ライフヒストリー研究法から家族研究への示唆

ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
法
か
ら
家
族
研
究
へ
の
示
唆

―
―
政
治
性
の
観
点
か
ら
―
―

藤　
　

間　
　

公　
　

太

１　

は
じ
め
に

２　

ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
方
法
論

３　

家
族
研
究
と
政
治
性

４　

ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
法
か
ら
家
族
研
究
へ
の
示
唆

１　

は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
生
活
史
）
研
究
法
が
も
つ
家
族
研
究
へ
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
論
じ
る
こ
と
に
あ

る
。
こ
こ
で
は
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
法
を
、「
対
象
者
に
よ
る
語
り
に
、
他
者
の
語
り
や
他
の
資
料
を
加
え
、
研
究
者
の
問
題

関
心
に
沿
っ
て
再
構
成
し
た
う
え
で
分
析
す
る
方
法
」
と
定
義
す
る
。
日
本
の
家
族
研
究
は
質
的
研
究
の
方
法
論
に
つ
い
て
の
議
論

を
十
分
蓄
積
し
て
き
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
研
究
者
間
の
知
見
の
共
有
も
不
徹
底
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
木
戸 

二
〇
一
一
）。
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本
稿
で
は
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
方
法
論
の
展
開
を
概
観
し
、
そ
れ
が
家
族
研
究
に
与
え
る
示
唆
に
つ
い
て
、
政
治
性
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
議
論
す
る
。

　

日
本
の
家
族
研
究
に
も
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
法
に
立
脚
し
た
も
の
は
い
く
つ
か
あ
り
、
い
ず
れ
も
重
要
な
知
見
を
導
き
出
し

て
い
る
（
小
塩 

一
九
八
七
、
土
屋 

一
九
九
九
、
鎌
田
編
著 

一
九
九
九
、
野
沢 

二
〇
〇
九
、
湯
澤 

二
〇
〇
九
な
ど
）。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス

ト
リ
ー
研
究
法
を
行
う
こ
と
を
明
確
に
宣
言
し
て
い
な
く
て
も
、
対
象
者
に
よ
る
語
り
の
分
析
は
家
族
研
究
の
な
か
で
も
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
も
の
で
あ
る
し
（
木
戸 

二
〇
一
一）

1
（

）、
そ
う
し
た
語
り
に
日
記
や
新
聞
記
事
な
ど
の
文
書
資
料
、
第
三
者
の
語
り
な
ど

を
加
え
る
こ
と
で
、
研
究
関
心
に
沿
う
よ
う
対
象
者
の
語
り
を
再
構
成
す
る
や
り
方
は
よ
く
目
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
に
お
け
る
方
法
論
の
蓄
積
が
家
族
研
究
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
ン
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
も
つ
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
議
論
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
以
下
で
は
ま
ず
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト

リ
ー
研
究
の
方
法
論
を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
上
で
（
第
２
節
）、
質
的
家
族
研
究
の
展
開
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
家
族
定
義
と
政
治
性

を
め
ぐ
る
近
年
の
議
論
を
概
観
す
る
（
第
３
節
）。
そ
の
上
で
、
質
的
家
族
研
究
の
発
展
に
は
個
々
の
研
究
者
の
政
治
性
の
検
討
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
点
に
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
法
か
ら
家
族
研
究
が
学
ぶ
余
地
が
あ
る
と
結
論
づ
け
る
（
第
４
節
）。

２　

ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
方
法
論

　

２
．１　

ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
展
開
と
特
徴

　

本
項
で
は
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
法
の
特
徴
に
関
し
て
整
理
を
行
う
。
有
末
賢
が
慎
重
に
区
別
す
る
よ
う
に
、「
生
活
の
歴

史
」
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
す
な
わ
ち
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
法
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
（
有
末 

二
〇
一
二
）。
そ
の

た
め
、
個
人
の
語
り
を
分
析
す
る
方
法
の
な
か
で
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
法
が
い
か
な
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
の
か
を
整
理
す
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る
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
以
下
で
取
り
上
げ
る
先
行
研
究
は
、
生
活
史
に
関
す
る
質
的
資
料
を
分
析
す
る
方
法
を
用
い
た
も
の
に

限
定
し
て
お
り
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
デ
ー
タ
を
用
い
た
計
量
社
会
学
的
研
究
（
た
と
え
ば
佐
々
木 

二
〇
一
二
）
は
含
ま
な
い
。

　

ま
ず
、
辞
典
的
な
意
味
を
確
認
し
て
お
こ
う
。『
現
代
社
会
学
事
典
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
二
年
）
に
よ
る
と
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト

リ
ー
と
は
、「
一
般
的
に
は
、
個
体
の
誕
生
か
ら
現
在
に
至
る
全
過
程
ま
た
そ
の
一
部
の
こ
と
を
さ
す
が
、
社
会
科
学
や
人
間
科
学

の
領
域
で
は
個
人
の
人
生
や
生
活
過
程
の
全
体
像
お
よ
び
そ
の
経
験
の
主
観
的
意
味
か
ら
社
会
や
文
化
の
諸
相
や
歴
史
変
動
を
探
求

す
る
質
的
研
究
法
の
こ
と
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
桜
井 

二
〇
一
二
：
一
三
〇
二）

2
（

）。
つ
ま
り
、
個
人
の
基
本
的
な
経
験
、
お
よ
び

そ
こ
に
付
与
さ
れ
た
主
観
的
意
味
を
歴
史
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
通
し
て
社
会
や
文
化
の
変
化
を
探
る
方
法
で
あ
り
、
個
人
史
と
社

会
史
を
関
連
づ
け
て
描
き
出
す
も
の
と
い
え
る
。

　

続
い
て
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
展
開
を
確
認
し
よ
う
。
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
動
向
は
、
主
と
し
て
三
つ
の
時
期
に

区
分
し
て
整
理
さ
れ
る
（
桜
井 

二
〇
〇
二
、
江
頭 

二
〇
〇
七
、
有
末 

二
〇
一
二
）。
第
一
期
は
、
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で

の
興
隆
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、W

. I. T
hom

as &
 F. Znaniecki

（1918-1920=

一
九
八
三
）
に
よ
る
個
人
の
生
活
史
を
用
い
た

移
民
研
究
を
嚆
矢
と
し
、
主
に
シ
カ
ゴ
学
派
の
研
究
者
に
よ
っ
て
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
が
社
会
学
に
導
入
さ
れ
た
。
第
二
期
は

一
九
四
五
年
か
ら
一
九
六
〇
年
代
ま
で
で
あ
り
、
計
量
的
分
析
や
抽
象
的
理
論
化
へ
の
志
向
の
高
ま
り
を
受
け
た
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト

リ
ー
研
究
の
衰
退
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
よ
り
「
科
学
的
な
」
態
度
を
目
指
す
趨
勢
が
強
ま
り
、
仮
説
検
証
型
の
計

量
研
究
が
重
視
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
を
は
じ
め
と
す
る
質
的
研
究
は
、
限
定
的
な
個
別
事
例
の
研
究

に
す
ぎ
な
い
と
し
て
忌
避
さ
れ
た
の
で
あ
る）3
（

。
第
三
期
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
再
興
期
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
相
互
作
用
論
や
現
象
学
的
社
会
学
、
エ
ス
ノ
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
の
台
頭
に
よ
り
、｢

実
証
主
義｣

へ
の
反
省
が
促
さ
れ
、

個
人
の
主
観
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
時
期
に
あ
た
る
。
こ
の
流
れ
に
お
い
て
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
は
再
び
注
目

を
集
め
た
。
一
九
七
八
年
に
世
界
社
会
学
会
（International Sociological A

ssociation: ISA

）
に
お
い
て
「
伝
記
と
社
会
」
委
員
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会
（RC38: Biography and Society

）
が
初
め
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
も
、
こ
の
こ
と
は
象
徴
さ
れ
て
い
よ
う
。
そ
の
後
、
一
九
九

〇
年
代
前
後
よ
り
質
的
研
究
を
再
評
価
す
る
気
運
が
高
ま
り
（Flick 2009; 

木
戸 

二
〇
一
一
）、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
も
再
び
社

会
学
の
中
心
的
な
方
法
に
返
り
咲
い
た
と
考
え
ら
れ
る）4
（

。

　

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
的
研
究
法
の
な
か
で
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
法
の
特
徴
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。K

. 

Plum
m

er
（1991

）
は
、
下
記
の
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
そ
の
特
徴
を
整
理
し
て
い
る
。
第
一
に
、「
個
人
の
主
観
的
現
実
」
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
対
象
者
の
生
活
史
や
経
験
に
つ
い
て
の
語
り
の
分
析
を
通
じ
、
彼
・
彼
女
ら
の
主
観
的
な
現
実
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
す
る
点
で
あ
る
。
第
二
に
、「
過
程
、
多
義
性
、
変
化
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
々
の
生
活
や
そ
こ
で
の
経
験
が
内
包
す
る

矛
盾
や
混
乱
を
受
け
て
、
彼
・
彼
女
ら
の
態
度
や
価
値
観
が
変
化
す
る
過
程
に
着
目
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
過
程
」
に

は
、
個
人
が
自
ら
変
化
し
、
と
き
に
は
社
会
に
働
き
か
け
て
い
く
よ
う
な
過
程
と
、
社
会
の
側
の
変
化
が
個
人
の
変
化
を
促
す
過
程

と
の
二
つ
の
位
相
が
あ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
第
三
に
、「
全
体
を
見
渡
す
視
座
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
個
人
が
生
ま
れ
て
か
ら

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
場
に
い
た
る
ま
で
の
過
程
を
、
時
代
や
歴
史
に
関
連
づ
け
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
第
四
に
、

「
歴
史
を
捉
え
る
道
具
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
三
の
特
徴
と
関
連
す
る
が
、
対
象
者
が
語
っ
た
個
人
史
を
社
会
史
と
結
び
つ
け
る
こ

と
で
、
歴
史
的
変
化
を
描
く
た
め
の
有
効
性
を
示
し
て
い
る
。

　

２
．２　

ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

以
上
の
特
徴
を
有
す
る
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
法
で
あ
る
が
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
大
き
く
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、

実
証
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
法
の
科
学
性
、
客
観
性
を
担
保
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で

あ
り
、
量
的
手
法
に
類
似
し
た
手
続
き
を
と
る
点
、
演
繹
的
に
推
論
を
た
て
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
第
一
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
被
調
査
者
を
研
究
の
客
体
と
し
か
見
て
い
な
い
と
い
う
批
判
を
受
け
る
こ
と
と
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な
っ
た
。
そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
解
釈
的
客
観
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
帰
納
的
な

推
論
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
語
り
を
解
釈
し
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
現
実
を
あ

き
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
語
り
手
の
語
り
か
ら
、
そ
の
社
会
的
基
盤
と
意
味
内
容
を
探
っ
て
、
語
ら
れ
た
こ
と

w
hat

に
も
と
づ
い
て
意
味
構
造
を
理
解
し
、
規
範
的
制
度
的
現
実
を
記
述
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
」
も
の
で
あ
り
、「
制
度

的
、
規
範
的
現
実
を
表
象
す
る
意
味
世
界
が
あ
ら
か
じ
め
存
在
す
る
こ
と
が
語
り
の
成
立
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
」（
桜
井 

二
〇
〇

二
：
二
四
︲
五
）。
す
な
わ
ち
、
語
り
が
「
事
実
」
で
あ
る
か
否
か
を
絶
対
的
に
重
視
す
る
実
証
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
、
語
り
の

な
か
で
表
象
さ
れ
る
語
り
手
自
身
の
主
観
的
意
味
づ
け
に
着
目
し
、
多
数
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
収
集
し
た
う
え
で
帰
納
的
推
論

を
深
め
る
こ
と
で
、
語
り
の
背
後
に
あ
る
社
会
的
背
景
や
社
会
的
現
実
を
探
る
点
に
、
解
釈
的
客
観
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
徴
が
あ

る
。

　

解
釈
的
客
観
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
語
り
手
自
身
の
意
味
づ
け
を
重
視
し
た
点
で
、
一
見
す
る
と
実
証
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
の
問
題

を
ク
リ
ア
し
た
か
の
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
語
り
手
と
聞
き
手
、
被
調
査
者
と
調
査
者
の
相
互
行
為

の
場
で
あ
る
こ
と
に
目
を
向
け
る
と
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
問
題
点
も
見
え
て
く
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
場
に
お
い
て
、
語
り
手
と

聞
き
手
は
「
文
化
の
相
互
行
為
の
様
式
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
戦
略
を
あ
え
て
疑
問
に
思
う
こ
と
も
な
く
自
然
に
駆
使
」
し
て
お
り
、

「
調
査
者
は
作
為
的
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
統
制
し
よ
う
と
す
る
力
を
働
か
せ
る
」。
一
方
、
語
り
手
の
側
も
、「
語
り
を
生
産
す
る
演

技
者
で
あ
っ
て
、
十
分
に
聴
衆
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
、
世
間
な
ど
）
を
意
識
し
て
い
る
。
単
な
る
情イ
ン
フ
オ
ー
マ
ン
ト

報
提
供
者
（
原
文
マ
マ
）
で
は
な

い
」。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、「
語
り
は
過
去
の
出
来
事
や
語
り
手
の
経
験
し
た
こ
と
と
い
う
よ
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
場

で
語
り
手
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
両
方
の
関
心
か
ら
構
築
さ
れ
た
対
話
的
混
合
体
に
ほ
か
な
ら
な
い
」（
桜
井 

二
〇
〇
二
：
二
九
︲
三

一
）。
つ
ま
り
、
解
釈
的
客
観
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
の
問
題
は
、
聞
き
手
で
あ
る
調
査
者
の
存
在
を
矮
小
化
し
て
い
た
こ
と
に
求
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
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以
上
の
解
釈
的
客
観
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
の
限
界
を
踏
ま
え
た
第
三
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
桜
井
厚
（
二
〇
〇
二
）
に
よ
っ
て
提
唱
さ

れ
た
「
対
話
的
構
築
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
あ
る
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
語
り
を
被
調
査
者
と
調
査
者
と
の
対
話
の
な
か
で
生
成
さ

れ
る
構
築
物
と
捉
え
る
点
、
そ
し
て
、
調
査
者
も
重
要
な
調
査
対
象
で
あ
る
と
す
る
点
に
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
徴
が
あ
る
。
桜

井
は
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
へ
と
自
身
の
方
法
論
の
鍵
概
念
が
変
化
し
た
と
述
べ
、
両
者
の
違
い
を
以
下

の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

　

ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
調
査
の
対
象
で
あ
る
語
り
手
に
照
準
し
、
語
り
手
の
語
り
を
調
査
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
デ
ー
タ
で
補
っ
た
り
、

時
系
列
的
に
順
序
を
入
れ
替
え
る
な
ど
の
編
集
を
へ
て
再
構
成
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
は
口
述
の
語
り
そ
の
も
の
の

記ア
カ
ウ
ン
ト

述
（
原
文
マ
マ
）
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、
調
査
者
を
調
査
の
重
要
な
対
象
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
な
の
で
あ
る
。

調
査
者
の
位
置
づ
け
が
異
な
る
と
こ
ろ
に
、
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら
区
別
す
る
大
き
な
理
由
が
あ
る
。（
桜
井 

二

〇
〇
二
：
九
）。

　

桜
井
（
二
〇
〇
二
）
が
こ
の
よ
う
な
区
別
を
用
い
る
理
由
は
、
実
証
主
義
的
な
姿
勢
を
徹
底
的
に
回
避
す
る
た
め
で
あ
る）5
（

。
つ
ま

り
、
調
査
者
を
「
神
の
視
点
」
を
も
つ
分
析
者
と
す
る
の
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
と
な
る
語
り
の
生
成
に
参
与
す
る
者
と
み
な
し
、
調

査
者
の
質
問
や
そ
の
仕
方
な
ど
も
分
析
の
範
疇
に
入
れ
る
こ
と
が
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
い
え
る
。
こ
う
し
た

ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
こ
と
の
重
要
性
は
、「
語
ら
れ
た
内
容
の
真
実
性
を
重
視
す
る
立
場
」
と
「
語
り
の
内
容
の
パ
タ
ー
ン
を
重
視

す
る
立
場
」
と
の
ど
ち
ら
と
も
距
離
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
う
方
法
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
方
法
が
い
か

な
る
方
法
論
の
も
と
に
置
か
れ
る
か
と
い
う
点
か
ら
デ
ー
タ
の
価
値
を
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
点
」
に
認
め
ら
れ
る
（
鶴
田
・
小
宮 

二
〇
〇
七
：
二
二
︲
三
）。



267

ライフヒストリー研究法から家族研究への示唆
　

対
話
的
構
築
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
は
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
も
の
の
、
社
会
構
築
主
義
の
立
場
を
強
調
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
場
そ
れ
自
体
を
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
築
す
る
文
化
的
営
為
の
場
と
み
な
す
こ
と
に
対
し
て
は
批
判
も
あ
る
。
鶴
田
幸
恵
と
小

宮
友
根
は
、「『
相
互
行
為
と
し
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
』
の
強
調
が
、
い
か
に
し
て
『
質
的
』
記
述
の
方
法
論
と
な
っ
て
い
る
の
か
が

必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
…
…
事
実
性
や
量
的
一
般
性
を
求
め
る
の
で
な
い
な
ら
ば
、
い
っ
た
い
何
を
記
述
す
る
こ
と
が

『
質
的
』
記
述
の
価
値
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
の
関
心
に
即
し
て
言
う
な
ら
、『
事
実
』
で
も
『
語
り
の
パ
タ
ー
ン
』
で
も
な
い

な
ら
ば
、
い
っ
た
い
何
を
記
述
す
る
こ
と
が
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
の
価
値
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
批
判
す
る
（
鶴
田
・
小
宮 

二
〇

〇
七
：
二
二
︲
三
）。
同
様
に
、
江
頭
説
子
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
構
築
の
場
と
み
な
す
姿
勢
は
「
挑
発
的
な
表

現
を
用
い
れ
ば
、『
木
を
見
て
森
を
見
ず
』
と
い
う
状
況
を
生
み
出
す
」
と
述
べ
、「
語
ら
れ
た
内
容
が
、
た
と
え
歴
史
的
な
事
実
と

異
な
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
そ
の
時
代
を
生
き
た
語
り
手
／
主
体
の
歴
史
的
多
元
性
と
し
て
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

歴
史
的
事
実
と
は
異
な
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
う
え
で
、『
な
ぜ
語
り
手
／
主
体
が
歴
史
的
事
実
と
異
な
る
事
実
を
語
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
』
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
（
江
頭 

二
〇
〇
七
：
二
八
）。
江
頭
は
、
中
野
卓
（
中

野
・
桜
井
編 

一
九
九
五
）
に
よ
る
「
生
き
ら
れ
た
生
」、「
経
験
さ
れ
た
生
」、「
語
ら
れ
た
生
」
の
区
別
に
依
拠
し
た
う
え
で
、「
量

的
研
究
と
質
的
研
究
、
実
証
主
義
と
対
話
的
構
築
主
義
、
構
造
主
義
と
社
会
構
築
主
義
、
リ
ア
リ
ス
ト
と
ア
ン
チ
リ
ア
リ
ス
ト
と
い

う
二
項
対
立
の
図
式
や
、
歴
史
学
と
社
会
学
と
い
っ
た
学
問
領
域
の
対
立
を
打
開
」
す
る
た
め
に
は
、Bertaux &

 T
hom

pson

（1997

）
が
用
い
た
よ
う
な
、
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
と
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
融
合
し
た
方
法
論
の
発
展
が
有
用
で
あ
る
と
し
、

そ
う
し
た
方
法
こ
そ
が
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（
江
頭 

二
〇
〇
七
：
二
九
︲
三
〇
）。

　

以
上
の
よ
う
な
対
話
的
構
築
主
義
へ
の
批
判
は
、
語
り
を
扱
う
研
究
者
の
政
治
性
に
目
を
向
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
有

末
は
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
研
究
す
る
者
が
直
面
す
る
四
つ
の
「
ジ
レ
ン
マ
」
を
指
摘
す
る
。
第
一
に
、「
代
表
性
と
個
別
性
」

の
問
題
で
あ
る
。
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
に
お
い
て
は
、
対
象
と
す
る
事
例
が
ど
こ
ま
で
一
般
性
を
も
つ
の
か
が
問
わ
れ
る
と
同
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時
に
、
事
例
的
個
別
性
も
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
の
岐
路
で
あ
る
。
前
者

が
事
実
に
も
と
づ
い
た
歴
史
性
を
基
調
と
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
「
当
人
の
主
観
性
に
ど
の
よ
う
に
刻
印
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に

〈
物
語
ら
れ
る
〉
か
」
を
最
大
の
関
心
事
と
す
る
。
関
連
し
て
第
三
に
、
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
研
究
は
個
人
中
心
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を

と
る
が
、
そ
の
「
個
人
」
が
誰
で
あ
る
の
か
が
研
究
者
の
自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
最
後
に
、
事
例
史

（
ケ
ー
ス
ヒ
ス
ト
リ
ー
）
か
個
人
生
活
研
究
史
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
個
人
を
社
会
的
属
性
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
つ

の
事
例
と
し
て
扱
う
か
、
あ
る
い
は
個
人
生
活
史
を
中
心
と
し
て
心
理
的
葛
藤
や
内
面
的
転
機
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
か
」
と
い
う

点
で
あ
る
（
有
末 
二
〇
一
二
：
一
二
五
︲
三
〇
）。
こ
の
有
末
の
指
摘
に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ
と
し
て
の
語
り
を
前
に
し
た
研
究
者
が

何
を
扱
お
う
と
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
で
対
象
者
を
選
定
す
る
の
か
、
彼
女
・
彼
ら
を
何
者
と
考
え
る
の
か
、
そ
し
て
語

り
と
ど
の
よ
う
に
距
離
を
と
る
／
と
ら
な
い
の
か
、
す
な
わ
ち
研
究
者
の
政
治
性
が
論
点
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

以
上
、
本
節
で
は
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
展
開
と
近
年
に
お
け
る
方
法
論
上
の
論
点
を
整
理
し
た
。
次
節
で
は
、
質
的
家

族
研
究
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
き
た
の
か
を
概
観
し
た
上
で
、
家
族
定
義
論
の
動
向
を
整
理
し
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
法
と

同
じ
く
、
政
治
性
が
論
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

3　

家
族
研
究
と
政
治
性

　

３
．１　

質
的
家
族
研
究
の
動
向

　

本
項
で
は
日
本
に
お
け
る
質
的
家
族
研
究
の
動
向
を
整
理
す
る
。
な
お
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
動
向
に
つ
い
て
は
、『
家
族
社
会

学
研
究
』
の
創
刊
号
か
ら
第
二
二
巻
第
二
号
ま
で
の
分
析
を
行
っ
た
木
戸
功
（
二
〇
一
一
）
が
非
常
に
緻
密
に
整
理
を
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
こ
こ
で
は
、
基
本
的
に
木
戸
の
議
論
に
依
拠
し
て
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
流
れ
を
概
観
し
た
上
で
、
木
戸
と
同
様
に
二
〇
一
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一
年
か
ら
本
稿
執
筆
時
点
ま
で
に
発
刊
さ
れ
た
『
家
族
社
会
学
研
究
』（
第
二
三
巻
第
一
号
か
ら
第
二
七
巻
第
二
号
ま
で
）
の
分
析
を
行

う
こ
と
で
、
現
在
ま
で
の
動
向
に
つ
い
て
も
追
加
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

日
本
の
家
族
研
究
に
お
い
て
質
的
な
研
究
方
法
が
注
目
さ
れ
た
の
は
、
実
は
こ
こ
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す

る
海
外
の
家
族
研
究
に
お
い
て
は
、
量
的
家
族
研
究
の
標
準
化
、
お
よ
び
そ
の
緩
み
を
経
て
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
方
法
論
的
多

元
化
が
進
ん
だ
。
同
じ
時
期
、
日
本
の
社
会
学
全
体
と
し
て
は
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
家
族
研
究
、
少
な
く
と
も
『
家

族
社
会
学
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
る
論
文
の
傾
向
に
そ
う
し
た
状
況
が
波
及
し
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
な
っ
て
の
こ
と
で
あ
る

（
木
戸 

二
〇
一
一
：
一
五
一
︲
二
）。

　

ま
ず
、
調
査
対
象
者
の
語
り
を
デ
ー
タ
と
し
て
い
る
論
文
の
数
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
木
戸
に
よ
る
と
、
一
九
八
九
年
か
ら
二
〇

一
〇
年
ま
で
の
『
家
族
社
会
学
研
究
』
で
は
、
質
的
な
研
究
方
法
を
用
い
て
い
る
論
文
は
計
四
五
本
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

対
象
者
の
語
り
を
用
い
た
論
文
は
三
〇
本
で
あ
る
。
木
戸
は
こ
れ
ら
の
語
り
を
用
い
た
論
文
を
、
⑴
「
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
ラ
イ
フ

ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
分
析
視
角
か
ら
な
さ
れ
た
研
究
」、
⑵
対
象
者
の
語
り
を
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
や
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
と
し
、「
語
り
を

算
出
す
る
対
象
者
の
主
体
性
に
着
目
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
」
研
究
、
⑶
「
程
度
の
差
は
あ
れ
、
主
観
性
を
キ
ー
概
念
と

し
、
当
事
者
で
あ
る
人
々
の
経
験
や
そ
れ
を
語
る
論
理
に
着
目
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
」
研
究
、
⑷
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
・

セ
オ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
研
究
、
⑸
「
言
語
／
言
説
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
を
分
析
し
た
研
究
、
⑹
量
的
調
査
を
補
足
す

る
質
的
調
査
と
い
う
調
査
設
計
の
な
か
で
語
り
を
取
り
扱
っ
た
研
究
、
に
分
類
し
て
い
る
（
木
戸 

二
〇
一
一
：
一
五
三
︲
四
）。

　

木
戸
と
同
様
の
手
続
き
で
、
二
〇
一
一
年
か
ら
現
在
ま
で
に
発
刊
さ
れ
た
『
家
族
社
会
学
研
究
』
の
特
集
論
文
、
投
稿
論
文
、
研

究
ノ
ー
ト
に
お
け
る
質
的
調
査
研
究
の
整
理
を
行
っ
た
も
の
が
表
１
と
図
１
で
あ
る
。
五
年
間
で
の
掲
載
数
は
五
四
本
中
一
三
本

（
二
四
・
一
％
）
で
あ
り
、
二
〇
一
四
年
に
一
〇
本
中
五
本
を
質
的
研
究
論
文
が
占
め
た
の
を
除
き
、
質
的
家
族
研
究
の
掲
載
数
は
各

年
三
割
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
木
戸
（
二
〇
一
一
）
が
対
象
と
し
た
二
〇
年
間
超
に
お
い
て
も
、
質
的
家
族
研
究
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表 1　2011 年から 2015 年の『家族社会学研究』に掲載された質的研究論文

年 巻号 著者 資料種別
2011 年 第 23 巻第 1 号 天童 ･ 高橋 文書

夏堀 文書
第 23 巻第 2 号 ― ―

2012 年 第 24 巻第 1 号 大貫 ･ 藤田 文書
第 24 巻第 2 号 金沢 文書

2013 年 第 25 巻第 1 号 ― ―
第 25 巻第 2 号 三谷 語り

神谷 語り
杉浦 語り

2014 年 第 26 巻第 1 号 津富 事例
西森 ･ 中里 事例

第 26 巻第 2 号 知念 語り
元山 語り
藤間 語り
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図 1　2011 年から 2015 年の『家族社会学研究』全掲載論文に占める質的研究
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の
割
合
が
三
〇
％
を
上
回
っ
た
の
は
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
〇
七
年
、
二
〇
〇
八
年
の
三
回
の
み
で
あ
り
（
木
戸 

二
〇
一
一
：
一
五
二）

6
（

）、

『
家
族
社
会
学
研
究
』
掲
載
論
文
に
お
け
る
質
的
家
族
研
究
の
傾
向
に
大
き
な
変
化
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
三
本
の
内

訳
と
し
て
は
、
文
書
を
用
い
た
研
究
が
五
本
、
事
例
研
究
が
二
本
、
そ
し
て
語
り
を
用
い
た
研
究
が
六
本
で
あ
る
。
木
戸
（
二
〇
一

一
）
に
お
い
て
は
文
書
を
用
い
た
研
究
は
四
五
本
中
一
〇
本
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
直
近
の
五
年
間
で
は
語
り
を
用
い
た
研
究
に
肉

薄
す
る
数
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
投
稿
論
文
に
限
定
し
て
も
、
九
本
中
五
本
（
天
童･

高
橋
、
夏
堀
、
大
貫･

藤
田
、
金
沢
、
柳
）
が

文
書
を
用
い
た
研
究
で
あ
る
。
文
書
を
資
料
と
す
る
方
法
が
、
家
族
研
究
の
な
か
で
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ

な
い
。
一
方
、
語
り
を
用
い
た
研
究
は
一
三
本
中
六
本
と
過
半
数
を
切
っ
て
お
り
、
数
値
上
は
漸
減
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

　

３
．２　

家
族
研
究
に
お
け
る
客
観
主
義
批
判
の
展
開

　

第
２
節
で
見
た
と
お
り
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
に
お
い
て
は
、
ま
ず
客
観
主
義
的
な
姿
勢
が
批
判
さ
れ
、
そ
の
後
に
研
究
者

の
政
治
性
が
論
点
と
な
る
と
い
う
流
れ
を
経
験
し
て
き
た
。
家
族
研
究
に
お
い
て
も
、
客
観
主
義
へ
の
問
題
意
識
に
立
脚
し
た
研
究

が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
次
に
そ
の
点
を
確
認
し
よ
う
。

　

周
知
の
と
お
り
、
一
九
六
〇
年
代
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
日
本
の
家
族
研
究
に
お
い
て
は
、
構
造
︲
機
能
主
義
的
な
見
方
に
も

と
づ
き
、
客
観
的
に
家
族
を
定
義
す
る
向
き
が
強
か
っ
た）7
（

。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
何
ら
か
の
機
能
を
「
家
族
の
機
能
」
と
ま
ず
措
定

し
た
う
え
で
、
そ
う
し
た
機
能
を
果
た
し
て
い
る
集
団
を
「
家
族
」
と
し
て
客
観
的
に
定
義
す
る
と
い
う
手
続
き
が
共
通
し
て
と
ら

れ
て
き
た
。

　

そ
の
よ
う
に
客
観
的
に
家
族
を
定
義
す
る
方
法
に
疑
義
を
呈
し
た
の
が
山
田
昌
弘
（
一
九
八
六
）
で
あ
る
。
山
田
（
一
九
八
六
）

は
、
構
造
︲
機
能
主
義
的
な
前
提
に
立
つ
家
族
定
義
は
近
代
核
家
族
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
た
め
、
近
代
以
前
、
以
後
の
家
族
現
象
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に
適
応
し
よ
う
と
す
る
と
欠
陥
が
露
見
す
る
と
し
、「
従
来
の
家
族
定
義
論
の
欠
点
は
、
特
定
の
視
点
か
ら
見
た
家
族
現
象
の
特
性

を
家
族
の
定
義
と
し
て
用
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
指
摘
す
る
（
山
田 

一
九
八
六
：
五
七
）。
そ
の
う
え
で
、V

erdon

（
一
九
八
一
）

の
議
論
を
参
考
に
、
家
族
現
象
を
①
夫
婦
集
団
、
②
親
族
シ
ス
テ
ム
を
成
員
基
準
と
す
る
集
団
、
③
主
観
的
家
族
像
の
三
つ
の
レ
ベ

ル
に
区
別
し
て
分
析
す
る
こ
と
の
有
用
性
を
説
く
。
後
に
山
田
（
一
九
九
二
）
は
、
こ
の
三
点
目
の
議
論
を
発
展
さ
せ
、
日
常
生
活

レ
ベ
ル
で
の
家
族
と
い
う
言
葉
と
、
家
族
に
つ
い
て
の
操
作
的
定
義
が
ジ
レ
ン
マ
状
態
に
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
以
上
の
山

田
の
議
論
は
、「
血
縁
や
婚
姻
に
よ
る
家
族
定
義
に
基
づ
い
た
実
証
研
究
の
経
験
的
妥
当
性
を
揺
る
が
し
、
家
族
を
定
義
す
る
研
究

者
の
政
治
性
に
光
を
当
て
る
こ
と
で
、
そ
の
規
範
的
妥
当
性
を
問
題
化
し
う
る
重
要
な
可
能
性
を
孕
ん
で
い
た
」（
久
保
田 

二
〇
一

〇
：
五
）。

　

山
田
の
主
観
的
家
族
論
は
質
的
家
族
研
究
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
方
法
論
上
の
発
展
の
契
機
と
な
っ
た
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、

土
屋
葉
（
一
九
九
九
）
は
、
主
観
的
家
族
論
の
立
場
か
ら
全
身
性
障
害
者
が
語
る
「
家
族
」
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
い
る
。
土
屋
は
、

量
的
手
法
を
と
る
に
せ
よ
質
的
手
法
を
と
る
に
せ
よ
、
従
来
の
研
究
は
一
時
点
で
の
調
査
デ
ー
タ
に
依
拠
し
て
い
た
た
め
当
事
者
の

主
観
的
家
族
の
流
動
性
を
十
分
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
と
批
判
し
、
通
時
的
な
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
の
上
で
、

全
身
性
障
害
者
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
分
析
し
、
彼
女
・
彼
ら
の
捉
え
る
「
家
族
」
が
時
間
的
経
過
や
個
々
人
の
経
験
に
よ
っ
て

常
に
変
更
さ
れ
る
過
程
と
、
個
人
の｢

家
族｣

の
リ
ア
リ
テ
ィ
構
成
に
お
い
て
、
社
会
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
定
義
と
個
人
的
な
リ
ア
リ

テ
ィ
定
義
が
相
互
に
浸
透
し
あ
う
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

他
方
で
、
主
観
的
家
族
論
に
対
し
て
は
、
公
的
な
水
準
や
当
事
者
が
意
識
し
て
い
な
い
要
素
の
影
響
を
看
過
す
る
こ
と
や
（
岡
本 

一
九
九
八
、
田
渕 

一
九
九
六
）、
こ
の
議
論
を
き
っ
か
け
に
構
築
主
義
が
も
っ
ぱ
ら
個
人
の
主
観
を
扱
う
研
究
へ
と
矮
小
化
さ
れ
て
き

た
こ
と
へ
の
批
判
が
な
さ
れ
て
き
た
（
松
木 

二
〇
〇
一
、
久
保
田 

二
〇
一
〇
）。
す
な
わ
ち
、
客
観
的
に
定
義
さ
れ
た
家
族
に
つ
い
て

の
研
究
と
、
人
々
の
主
観
的
な
家
族
像
に
つ
い
て
の
研
究
と
を
二
項
対
置
的
に
あ
つ
か
い
、
後
者
に
前
者
を
代
替
さ
せ
る
こ
と
の
限
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界
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
に
山
田
の
議
論
を
批
判
し
つ
つ
、「
人
々
に
よ
る
家
族
の
定
義
過
程
」（
木
戸 

二
〇
一
〇
：
三
〇
）
を
経
験
的
研
究
の
対

象
と
し
た
の
が
構
築
主
義
的
家
族
研
究
で
あ
る
（
松
木 

二
〇
一
三
：
五
五
）。「
日
常
的
な
家
族
概
念
の
分
析
上
の
重
要
性
が
主
張
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
常
的
な
家
族
概
念
と
乖
離
し
う
る
専
門
的
な
家
族
定
義
の
可
能
性
や
必
要
性
の
問
題
化
や
、
専
門
的
な
家

族
定
義
を
留
保
し
て
人
々
に
よ
る
家
族
定
義
の
プ
ロ
セ
ス
に
焦
点
化
す
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
提
案
さ
れ
て
き
た
」

点
で
、
山
田
の
主
観
的
家
族
論
と
構
築
主
義
的
家
族
研
究
は
共
通
点
を
も
つ
。
他
方
で
、
従
来
の
客
観
的
な
家
族
定
義
の
「
代
替

物
」
で
は
な
く
「
補
完
物
」
と
し
て
自
身
を
位
置
づ
け
る
点
に
（
池
岡
ほ
か 

一
九
九
九
）、
後
者
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
家
族
研
究
に
お
い
て
も
客
観
主
義
へ
の
疑
義
か
ら
主
観
的
家
族
論
、
構
築
主
義
的
家
族
研
究
と
い
う
方
法
論
が

発
展
し
て
き
て
お
り
、
そ
れ
は
現
在
の
家
族
研
究
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
形
成
の
一
端
を
担
っ
て
き
た
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
確

立
し
た
家
族
の
多
様
化
論
に
お
い
て
は
、
家
族
形
態
の
多
様
化
の
み
な
ら
ず
、
家
族
を
め
ぐ
る
人
々
の
意
識
の
多
様
化
も
重
視
さ
れ

て
き
た
（
久
保
田 

二
〇
〇
九
）。
研
究
者
に
よ
る
客
観
的
な
定
義
で
は
な
く
、
家
族
を
め
ぐ
る
人
々
の
日
常
的
な
定
義
に
注
目
が
な

さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
う
し
た
家
族
の
多
様
化
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

３
．３　

家
族
定
義
を
め
ぐ
る
政
治
性
問
題

　

し
か
し
な
が
ら
、
よ
り
近
年
に
お
い
て
は
「
客
観
主
義
批
判
批
判
」
と
も
呼
べ
る
議
論
が
家
族
研
究
に
お
い
て
な
さ
れ
て
き
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
主
観
的
家
族
論
の
限
界
を
乗
り
越
え
る
形
で
発
展
し
て
き
た
構
築
主
義
的
家
族
研
究
が
大
き
く
二
つ
の
批
判
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
当
事
者
に
よ
る
定
義
を
採
用
す
る
こ
と
と
、
客
観
的
な
定
義
に
疑
義
を
呈
す
る
こ
と
と
の
間
の
論
理

的
飛
躍
に
向
け
ら
れ
た
批
判
で
あ
る
。
田
渕
に
よ
る
と
、
当
事
者
に
よ
る
定
義
も
社
会
的
な
定
義
に
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
前
者

の
み
に
依
拠
し
て
議
論
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
む
し
ろ
両
者
の
間
の
ず
れ
が
い
か
に
生
じ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
べ
き
で
あ
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る
と
さ
れ
る
（
田
渕 

一
九
九
六
）。
同
じ
く
松
木
（
二
〇
一
三
）
も
、
日
常
的
な
家
族
概
念
の
重
要
性
を
強
調
す
る
こ
と
で
家
族
概
念

を
め
ぐ
る
中
傷
効
果
を
解
消
し
よ
う
と
し
た
点
に
お
い
て
主
観
的
家
族
論
や
構
築
主
義
的
家
族
研
究
は
誤
っ
て
い
る
と
述
べ
、「
む

し
ろ
、
人
々
に
よ
る
家
族
概
念
の
用
法
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
専
門
的
な
家
族
定
義
と
日
常
的
な
家
族
概
念
と
の
、
さ
ら
に
、
専

門
的
な
家
族
定
義
の
間
で
の
齟
齬
を
め
ぐ
る
問
題
は
脱
問
題
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
主
張
し
て
い
る
（
松
木 

二
〇
一
三
：
六
一
）。

　

第
二
に
、
研
究
対
象
と
し
て
の
家
族
を
定
義
す
る
こ
と
の
不
可
避
性
を
主
張
す
る
批
判
で
あ
る
。
久
保
田
は
「
調
査
対
象
か
ら
排

除
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
研
究
対
象
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
、
定
義
さ
れ
切
り
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
家
族
は

切
り
残
さ
れ
た
非
家
族
と
と
も
に
『
地
と
図
』
の
関
係
を
構
成
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
意
味
連
関
を
形
作
る
と
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
」
と
述
べ
（
久
保
田 
二
〇
一
〇
：
七
）、「
そ
れ
ゆ
え
、
家
族
が
定
義
不
可
能
と
い
う
こ
と
は
原
理
的
に
あ
り
得
な
い
。
む
し

ろ
、
何
か
を
排
除
せ
ず
に
何
か
を
認
識
す
る
こ
と
こ
そ
不
可
能
で
あ
り
、
逆
に
、
何
か
が
認
識
可
能
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
何
ら
か
の

区
別
が
前
提
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
た
上
で
、「
問
わ
れ
る
べ
き
は
定
義
の
可
能
性
で
は
な
く
、
定
義
の
妥
当
性
で
あ
る
」

と
い
う
（
久
保
田 

二
〇
一
〇
：
九
︲
一
〇
）。
家
族
研
究
の
分
析
力
を
取
り
戻
す
に
は
、「
対
象
同
定
に
関
わ
る
研
究
者
の
恣
意
性
と

政
治
性
を
隠
蔽
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
積
極
的
に
引
き
受
け
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
」
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
の
が
（
久

保
田 

二
〇
一
〇
：
一
六
）、
こ
の
主
張
の
核
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
構
築
主
義
的
家
族
研
究
へ
の
批
判
を
踏
ま
え
、
松
木
（
二
〇
一
三
、
二
〇
一
四
）
は
定
義
の
文
脈
依
存
性
を
強
調
す
る

こ
と
で
従
来
の
議
論
の
限
界
を
乗
り
越
え
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
ま
ず
、
専
門
的
な
定
義
と
日
常
的
な
定
義
は
競
合
関
係
に
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
前
者
を
有
意
味
に
用
い
る
た
め
に
は
後
者
に
つ
い
て
の
知
識
を
参
照
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
（
松
木 

二
〇
一

三
：
五
七
︲
八
）。「
重
要
な
の
は
日
常
的
な
概
念
と
専
門
的
な
概
念
の
ど
ち
ら
を
用
い
る
か
で
は
な
く
、
研
究
者
に
よ
る
記
述
が
、

こ
の
公
的
な
基
準
と
そ
れ
へ
の
参
与
者
に
よ
る
思
考
を
適
切
に
表
現
し
て
い
る
か
ど
う
か
」
で
あ
り
、「
家
族
を
定
義
す
る
こ
と
が

そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
の
元
で
な
さ
れ
る
文
脈
依
存
的
な
実
践
で
し
か
あ
り
え
な
い
以
上
、
具
体
的
な
研
究
実
践
の
文
脈
か
ら
離
れ
た
か
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た
ち
で
、『
家
族
と
は
何
か
？
』
に
答
え
を
与
え
よ
う
と
す
る
家
族
定
義
論
は
も
は
や
あ
り
え
な
い
」
と
松
木
は
い
う
（
松
木 

二
〇

一
三
：
六
一
）。
ま
た
、
政
治
性
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
も
、「
専
門
的
な
家
族
定
義
を
留
保
し
て
家
族
言
説
を
研
究
対
象
と
す
る

『
自
覚
的
な
』
方
法
論
上
の
選
択
は
、
久
保
田
（
二
〇
一
〇
）
が
い
う
よ
う
な
家
族
を
定
義
す
る
こ
と
の
政
治
性
の
隠
蔽
に
つ
な
が

る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
専
門
家
も
含
め
た
人
び
と
に
よ
る
家
族
定
義
が
、
ど
の
よ
う
な
参
与
者
間
の
『
記
述
の
ポ
リ
テ
ィ
ク

ス
』
か
ら
生
じ
て
く
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
（Gubrium

 and H
olstein 1990=1997

）。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
家

族
を
定
義
す
る
と
い
う
実
践
が
い
か
に
そ
の
定
義
が
行
わ
れ
る
状
況
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
か
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の
家

族
定
義
の
政
治
性
の
内
実
に
経
験
的
な
記
述
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
も
捉
え
ら
れ
る
」
と
主
張
す
る
（
松
木 

二
〇
一

四
：
一
二
九
）。

　

前
項
と
本
項
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
家
族
研
究
に
お
い
て
も
、
家
族
定
義
を
め
ぐ
る
客
観
性
と
政
治
性
と
い
う
文
脈
で
、
ラ
イ
フ

ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
と
類
似
し
た
議
論
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
い
ま
一
度
振
り
返
る
と
、
ま
ず
研
究
者
に
よ
る
客
観
的
な
家
族
定
義

の
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
人
々
の
日
常
的
な
家
族
定
義
に
着
目
す
る
主
観
的
家
族
論
や
構
築
主
義
的
家
族
研
究
が
発
展
し
た
。
そ
し
て

そ
の
後
、
当
事
者
に
よ
る
定
義
を
過
度
に
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
論
理
的
飛
躍
や
研
究
者
の
政
治
性
の
隠
蔽
と
い
う
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
や
家
族
研
究
に
限
ら
ず
、
当
事
者
と
い
う
概
念
が
呼
び
込
ま
れ
る
際
、

学
問
研
究
の
全
体
が
い
か
な
る
挑
戦
を
受
け
る
か
は
不
可
避
的
に
検
討
さ
れ
る
課
題
で
あ
る
（
上
野 

二
〇
一
三
：
四
四
︲
五
）。
そ
し

て
そ
の
検
討
は
方
法
論
上
の
発
展
の
う
え
で
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
最
後
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

４　

ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
法
か
ら
家
族
研
究
へ
の
示
唆

　

前
節
で
取
り
上
げ
た
政
治
性
を
め
ぐ
る
久
保
田
と
松
木
の
議
論
は
、
一
見
す
る
と
や
や
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
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前
者
は
研
究
者
が
恣
意
性
を
引
き
受
け
る
と
い
う
意
味
で
政
治
性
の
語
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
家
族
が
定
義
さ
れ
る
際

に
社
会
の
規
範
性
や
権
力
性
が
呼
び
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
両
者
は
と
も
に
研
究
者
が
方
法
論
を
自
覚
的
に
採
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
く
点
で
共
通
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
自
身
の
研
究
が
何
を
ど
の
よ
う
に
明
ら
か
に
す
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
明
ら
か
に
す
る
対
象
を
ど
の
よ
う
に
定
義
し
、
そ
れ

に
見
合
っ
た
方
法
を
ど
の
よ
う
に
採
用
す
る
の
か
に
対
し
て
自
覚
的
に
な
る
こ
と
の
重
要
性
を
共
通
し
て
論
じ
て
い
る
の
だ
。

　

従
来
の
質
的
家
族
研
究
は
、
方
法
論
的
姿
勢
を
明
確
に
し
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
個
別
の
関
心
か
ら
個
別
の
知
見
を
提
示
す
る
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
と
の
批
判
を
免
れ
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
木
戸
が
い
う
よ
う
に
、
質
的
研
究
の
再
興
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
家
族

研
究
に
多
様
な
可
能
性
を
も
た
ら
し
た
が
、「
そ
れ
ら
が
依
拠
し
て
い
る
理
論
的
立
場
と
の
関
連
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
た
め
に
、

そ
の
知
見
の
意
義
を
共
有
化
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」（
木
戸 

二
〇
一
一
：
一
五
八
）。
海
外
の
家
族
研
究
に

お
い
て
は
、
質
的
研
究
法
が
厳
格
化
し
す
ぎ
た
こ
と
へ
の
反
省
も
登
場
し
つ
つ
あ
る
（Sm

art 2007

な
ど
）。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、

日
本
の
家
族
研
究
に
お
け
る
質
的
研
究
は
ま
だ
発
展
途
上
段
階
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

質
的
家
族
研
究
の
方
法
論
を
一
歩
前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、
自
身
が
何
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
、
デ
ー
タ
に
ど
の
よ
う
に
向
き

合
う
の
か
に
つ
い
て
個
々
の
研
究
者
が
よ
り
自
覚
的
に
な
る
こ
と
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
が
依
拠
す
る
方
法
論
に
つ
い
て
の
相
互
批

判
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
が
重
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
家
族
定
義
は
家
族
研
究
を
行
う
う
え
で
不
可
避
の
問
題
で
あ
り
、
最
も
研
究

者
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
松
木
（
二
〇
一
四
）
は
構
築
主
義
的
家
族
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
空
疎
化
に
抗
す
る
た
め
に
は
、

個
々
の
研
究
者
が
構
築
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
経
験
的
研
究
を
実
践
す
る
こ
と
が
何
よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
こ
の
指
摘
は
構
築
主
義
的
家
族
研
究
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
質
的
家
族
研
究
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ

う
に
経
験
的
研
究
を
実
践
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者
が
い
か
な
る
関
心
の
も
と
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
で
対
象

を
選
定
し
、
い
か
な
る
知
見
を
導
い
た
の
か
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
が
内
包
す
る
政
治
性
に
つ
い
て
互
い
に
検
証
す
る
こ
と



277

ライフヒストリー研究法から家族研究への示唆

が
求
め
ら
れ
よ
う
。
方
法
論
を
蓄
積
す
る
な
か
で
政
治
性
の
引
き
受
け
を
議
論
し
て
き
た
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
に
、
家
族
研
究

が
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多
い
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

＊　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所　

社
会
保
障
応
用
分
析
研
究
部
研
究
員k_tom

a222@
hotm

ail.com

（
1
）　

質
的
調
査
研
究
法
を
用
い
た
家
族
研
究
を
、「
質
的
家
族
研
究
」
と
以
下
で
は
表
記
す
る
。

（
2
）　
『
新
社
会
学
辞
典
』（
森
岡
ほ
か
編 

一
九
九
三
）
ま
で
は
「
生
活
史
」
と
い
う
項
目
名
で
収
録
さ
れ
て
お
り
（
項
目
執
筆
者
：
有
末

賢
）、「
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と
い
う
項
目
に
は
「
生
活
史
」
に
と
ぶ
よ
う
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
日
本
社
会
学
会
編
の
『
社
会
学
事

典
』（
二
〇
一
〇
年
）
に
は
、「
生
活
史
」、「
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
い
ず
れ
も
項
目
と
し
て
た
て
ら
れ
て
い
な
い
。
社
会
学
関
連
の
辞
典

に
お
い
て
「
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と
い
う
項
目
が
た
て
ら
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
『
現
代
社
会
学
事
典
』
が
初
め
て
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）　

た
だ
し
、
こ
の
時
期
に
も
再
興
期
の
訪
れ
を
予
感
さ
せ
る
動
き
が
あ
っ
た
（
桜
井 

二
〇
〇
二
：
五
〇
︲
三
）。
た
と
え
ば
、T

. 
Parsons

に
よ
る
「
誇
大
理
論
」（ground theory

）
や
計
量
研
究
に
お
け
る
「
抽
象
化
さ
れ
た
経
験
主
義
」
を
批
判
し
、
個
人
史
と
歴

史
と
社
会
を
「
正
し
い
人
間
研
究
の
純
拠
点
」
と
し
たC. W

. M
ills

（1959=1965

）
な
ど
。

（
4
）　

質
的
研
究
が
社
会
学
の
な
か
で
再
び
関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
量
的
研
究
へ
の
批
判
や
質
的
研
究
の
再
評
価
へ
の

欲
求
の
み
な
ら
ず
、
従
来
の
理
論
的
想
定
と
は
異
な
る
研
究
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
「
方
法
的
反
省
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
池
岡 

二
〇
〇
三
、
中
河 

二
〇
〇
五
、
木
戸 

二
〇
一
一
）。

（
5
）　

な
お
、
桜
井
はT

hom
pson

（1988

）
やGrele
（1996
）
を
引
き
な
が
ら
、
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
も
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら

区
別
し
て
い
る
。「
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
個
人
の
人
生
経
験
に
お
け
る
特
定
の
局
面
に
注
目
す
る
」
も
の
で
あ
り
、「
歴
史
的
再
構

成
の
目
的
で
、
過
去
の
あ
る
出
来
事
の
現
場
に
い
た
り
、
そ
の
出
来
事
に
参
加
し
た
り
し
た
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」（Grele 1996

）

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
桜
井 

二
〇
〇
二
：
六
二
）。

（
6
）　

た
だ
し
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
『
家
族
社
会
学
研
究
』
と
『
家
族
研
究
年
報
』
二
誌
に
掲
載
さ
れ
た
投
稿
論
文
の
分
析

を
行
っ
た
木
下
栄
二
に
よ
る
と
、
当
該
二
〇
年
間
に
お
け
る
方
法
論
上
の
ト
レ
ン
ド
と
し
て
は
、「
質
的
研
究
の
隆
盛
と
量
的
研
究
の
停

滞
」
が
明
確
に
指
摘
で
き
る
と
い
う
（
木
下 

二
〇
一
一
：
二
〇
八
）。
こ
の
違
い
が
両
誌
の
査
読
シ
ス
テ
ム
や
投
稿
規
定
の
違
い
に
よ
る

も
の
な
の
か
は
こ
こ
で
は
判
断
で
き
な
い
が
、
掲
載
紙
に
よ
る
方
法
論
の
差
異
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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（
7
）　

も
ち
ろ
ん
こ
の
時
期
以
降
そ
う
し
た
定
義
が
な
さ
れ
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、「
夫
婦
・
親
子
・
き
ょ
う
だ
い
な

ど
少
数
の
近
親
者
を
主
要
な
構
成
員
と
し
、
成
員
相
互
の
深
い
感
情
的
な
係
わ
り
あ
い
で
結
ば
れ
た
、
第
一
次
的
な
福
祉
志
向
の
集
団
」

と
い
う
森
岡
清
美
に
よ
る
定
義
や
（
森
岡
・
望
月 

一
九
九
三
）、D

. Cheal

の
「
新
生
児
の
愛
育
的
社
会
化
と
い
う
基
本
的
機
能
を
も
つ

小
さ
な
親
族
集
団
で
あ
る
」
と
い
っ
た
家
族
定
義
は
（Cheal 2002=2006

）、
家
族
研
究
の
な
か
で
も
最
も
よ
く
知
ら
れ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
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